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　　　　　　　第 1章　緒　　醤

　妊娠 現象 は ， 母 體 内で胎 兇發育 とい う大 きな細

胞分裂機序が行わ れ て い る 歌態 で tt・・1，， 從 つ て 各

代 謝ぱ 盛 んとな り， 爲に 副腎の 機能 は 必 然的 に 亢

進状態 に あ る べ き筈 で あ る． 現 に 常歉室 に於け る

協 同研 究君 の 白鼠副腎 Lipidの 組織 ffi見 は妊娠蒔

殊 に 前牛 に亢進籐 を呈 し（河原他
1〕
）Cholesterol量

も減量 を示 して い る （赤須 他
？））．然 る に聚知 の 如

ζ，副腎は 下 垂體 よ り分泌 され る ACTH に依 b，

支配 され て い る．而 して ACTH を分泌 す る と され

て い る 下 垂 體前葉細胞の機能は， 妊娠時に は む し

ろ休 止歌態 に あ る もの と され て い る か ら， 妊娠時

殊 に そ の 前孚期の ACTH の 分泌 源 を下垂 體 の 他

に 求 め ねばな ら宏い 事 に な る 。 こ の點 に 就 て 私 は

赤須教授 の指示 に よ り胎盤 に着 目 した． 更 に ，産

褥血 清や胎盤 エ キ ス が關篩 ロ イ マ チ ス を 綾和 す る

と い う事が報告 さ れ て い る上 ｝：
i）d）S）， 猴亦 ， 既知

の 如 く妊娠 中 に Addison 灰病や慢性關篩 ロ イ マ

チ ス 等 が輕快する事 な どは ，
CortiSone及びACTH

が， 齎 篩 ロ イマ チ ス の 治療劑と して 著效 の あ る と

い う近來 の 治 療威績 と の 圏邏 に 於て ， 殆盤 中の

A   H 樣物質の存在は理 論的 に も推測 す る事が 出

來る と 、思 う．

　　　　　　　第 2 章　自家實驗

　 第 1 節　實驗材料 及 び抽掲法

　 材料 と して 正堂分娩時の 入 胎盤 を用 い た ． 胎盤

は 無 菌歌態 1こて 取扱 い ， 且 つ 冷所 に置 き，更 に抽

出操作 に か   る迄 の 時間を可 及的に 短 くして 燮 性

を避 けた． 抽 出法 と して は ， 先 す ACTH の 存在

の 有 無 を知 る程度 の意味で Fevold 氏法
fi）

を用 い

te． 之は 下垂 體 か ら分泌 され る諸種の ホ lv モ ン を

等電黙 の 相 違に よ b， 分離 する方 法 で あ る が ， 之

を そ の儘胎盤に 邇 用 して み た．欟略 を逑 べ る と，前

記 し た 胎盤を
’
可及 的細片 と した後，胎盤 1k 暮に釁

して 約 21 の 水 を加 え，同時に NH ．，0｝1 を用い て

pH を8．  と し ，

一液 放置 した．そ の後 それ を遠心

沈 澱 して 上 澄 を と b ， 更 に 濾 紙 を用 い て清澄 な液

體 を得た ． 之に
1
！，
M （NH4 ）2SO4 を加 え， 更 に

　 N
　　 H ，SO ， を以 っ て pH 　5．4と した．そ の 歌態で
　 1 
一夜放置 す る と輕 い 溷濁 を生す る ． 之 を遠心 沈澱

して 沈渣 を滅菌 シ ヤ ーレ に と b ，
37°C の 孵卵器内

に 2 ， 3 日放 置乾燥後， 得た 固形物 を乳鉢 で 微細

均 等の粉末 と レた ． 徇 こ の 場合 の 牧得量は 500 墓

の 胎盤 に野 し、て 約270mg の乾燥粉末で あ う， 水 に

可 溶性 で あ る．

　第 2 蔀　抽出物 に 依る 下垂 體剔除白鼠の 副腎重

　　量維持試驗

　上蓮 の如 く に して 得た抽 出物が ACTH 樣作用

があ るか ど うか を， 私は 從來一般 に 認 あ られ て い

る ACTH の 生物學的檢定中 ， 下 垂體剔除 白鼠 の

副 腎重量維持試驗法
7）に依 り實驗 した．成熟 Wls倣

i系處女白鼠 を用 い て ，　その 下蠡 體 を剔除 し， それ

に ユ4日間前記抽 出乾燥物質 1．Omg を下垂體劉除直

後か ら 生理 食鹽水 に 溶解 して 頸 部皮下 に 溌射 し

た． か くして 注射完了後 ， 屠殺解割 し，副腎 を肉

眼的 並 に 組織學的 に檢 した 結果は第 1表 の如 くで

あ る ．　皀卩ち本 4勿質 に よ b副腎重量は 維持 さ れ ， 且

つ
， 皮質 に 著 明 な Lipidsの蓄積 を認 防 る こ とが

禺 來た ．一
方灘照群 と して 下垂 體 剔除後無 處置 の

養の は ， 明 らか な副腎重量 の減少 を見 ， 且 つ ，皮
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ca　1 表 　下 垂醴剔 出 戚 熟 WiStar 系 處

　　　　女 白鼠 の 副 腎重 暈 維持試 驗

遷霪華
’

塵自笥il瀦 韆
鑢 一

禦　　　　　　　　　　一『 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．nv−＿」

質の 萎縮及 び Lipidsの 浩失 を諮 た ． こ の 際 下

垂髏捌除は 何れ も完全で あ つ た 事 を剖 見確齧 し得

た．

　第 3節　抽出物 に 依 る 流 血 中好酸球數變動實驗

　丁
’hn”rrm 等

8）は ACTH を皮下注射 して 皮質ホ ル

モ ン の遊 出 を惹起 させ ， 結果 と し て 現 れ る好酸球

數 の 減少 を見 て
， 副腎機能 を檢査 す る こ と を提唱

し，又 Long 等は ACTH に代 る に AdrenaE丘n を

以 つ て し・Adrenalinが前葉 に 働 G・ て ACTH の 分

泌 を來 す もの と な した ．私 の 抽 出物が ACTH 樣作

用を有す る な ら， 之 を勳物 に 投與 した際 に好酸球

數の減少 を來す理 で あ る ．依 つ て 私 は 成熟 Wlstar

系靂女Pt鼠を用 い て 抽出乾燥物 1．Omg を生理食鹽

水 に 溶解 して 皮下 に 注射 し た． そ の 結 果ば 第 2 表

に 示 す如 く至例 に於 て 5  ％ 以 上 の 減 少 を示 し．何

れ 己陽性 の 結果を認め た ．

　　　第 2 表 成熟 Wistar系處女 臼 鼠 に よ 5

　 　 　 　 　 　 　 　 Thorn テ ス ト

　齢 ち 二 の 事は 胎盤 よ 1）の 抽 出物 が ACTH 樣作

用 の あ る事を示 唆す る もの で あ る． 蕕後に 知 り得

た事だ がOpsahl ，Long9冫lo ）
等が胎盤才齢昌物 に ACTH

樣作用 の あ る事並 こ絨毛 性 GQnad ・tr・pin 綱 様

の作用 あ る事を報告 して い る。

　 第 4節 抽出糎 マ ウ ス 過敏症統 體 産生攤 瞋
　　 驗

　 ACTH が抗體産 生 に 重 要 な役割 をな して い る と

の 説 馬 抗體産 生を か え つ て 抑 1醜す る との 研究 威

績 もあ つ て 未 だ一般 に 確認 さ れ て い な い ．叉 ACTH

の 檢定を抗 體 蓙生 の 面 か ら行 うと い う試み は 未だ

爲され で い な い が ， 私は 胎鰤 ・らの擢 働 を檢定
す る 一・

方 注 と して 甑 に
，
Dw ・retzky ・1＞や Nels。n ・2）

の 行 つ て い 悉 Maus の過敏症抑鷸買驗 を基礎 と し

て
・ 豫備實驗 と して Mau ・ 5  拠 をMl・て 邇 敏症

を人工 的 に 起 させ る 際 の 馬 血溜再注射量 ， 或は 胎

盤か らの ACTH 樣抽 出物 の 授輿 量の 檢討 を行 い ，

その 結栗 次 の 如 き方法 で 過敏症抗 鱧産生 抑制實驗

を行 つ た．

　實驗方法 ：　　　　
・

　處女成熟 マ ウ ス を用い 豫 の 馴 蜻 1．2cc を0，5cc
及 び O．7cc の 2囘 ， 2H に分 け て 腹 腔内 に 注射 し

た ．21 日間無處置の所謂潛伏 期 を‡∫ き， ACTH 及

び胎盤 か らの抽出物 の筋注 を行 い 3 時聞後 に 兩側

副腎 を剔除 し，　そ の 直後馬血 清   ．4とc を尾靜賑内

に 注射 し過敏症 々 歌 を お乙 させ
，

・t そ の轉歸邸 ち シ

ョ ッ ク 死 を起 させ得 る や 否や を顰察 した ． 更 に 別

に 投與法 は 同艨 で m1も副腎捌除を行 わ な い 群 ， 及

び何 も投輿 しな い 對照 群の 哉績 が 第 3 表 の 如 く得

第 3 表　胎 盤 ACTH ，　ACTH 　（Armour ）DOCA ．

　 Cortisone の ÷ ウ ス Andp 正1y1 ヨ鹹 e 抑制實驗

1 副 醤　麟 　・一 聯 鞠 蕉 群

L

； 欝鏑π ゑ辮購 姻

　　　　　　ヤ

卩
」璽 （

・’．別 （」・
1
亡 窮

茹 褞

．角 くア H

一． （切 塑
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【
．一二　　　　　　　

一
「

  、権1撮 ・罰 變…
・ 一

1
昌CThE 寵 1…鳴掴

　　　　　　　「

灘 ぞ…噸蹄

刊
ト

冫o （A1

μ
ヱ4 う　 

（斗 〕 二1綴鵄 沖 転歴
ρ
ω 彫∫o口e 驚 病濃 鷺

◎ lll…鬼i・ 顧 i
暫 熊

署F或 碓 酵　　　「

11

畿 ，

・三繍 1鷺儒
．
！i三需

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 矛028年 8 月　1　E 中 村 ・池 上 955，− 2D5

鐸

られ た．（尚 DOCA 　Cortisone 投與 の 成績 も表示

す る）

　結果 と して ，ACTH 及び胎盤か らの 抽 出物 質は

マ ウ ス の 過敏症 シ ヨ ツ ク死 を 脚 制する こ とが確認

さ れ た ．之 は 前記 Dworetzky 等 の 實驗 と同樣 の

結 、果で あ る．叉胎盤 か らの抽 出物 と ， ACTH と が

同一の威績 を示 して い る こ と は
， 抽出物が ACTH

　　　　■
樣作用を有す る事 を示 唆 す る と考 え られ る．

　　　　　　 第 3 章　結論並に考察

　結論 に逑 べ た 如 き理 由か ら， 胎盤 に ACTH 樣

物質 の存在を想像 し その探究 を行 つ た 所 ， 乾燥粉

末抽禺物 を得 ， 且 つ 生 物學的檢定 に よ つ て ， 略 k

ACTH 様物質 で ある事 を確認 し得 た．た 5
’
最近 の

Long の 研 究 に よる と A   H は 等電點が4．6〜4．7

と い うが ，
Fevold氏法 に よ る と最終過程 の pH 　5 ．4

で あ る． 然 しなが ら複雜な蛋 白鱧 を抽嵩す る の で

あ る か ら， 操作上 の諸 問題 が あ る に して も， 私が

Fevold氏法 に依 っ て得 た物質は 成績 の 示 す如 く明

らか に ACTH 樣物質 で あ る ．私は 勿論之が純粹

の 物質で ある と は 考 えて い な い ． 更に忍は 一一暦純

粹の ACTH を得 る 目的 で Collipsi3） 洗 に依 つ て

も抽 出物 質を得 る事が出 來た． こ の方 法 に俄 る牧

得量は 50  g の胎盤 か ら約3．2g で あ つ た．目下之

を用 い て 實驗 を綾行 中 で あ る．

　稿 を絳 る に 臨 み 恩師赤須教授 ， 河原助教 授 の 御懇篤 な

る 御指 導 を 謝 し 研 究實施 に 種 ゐ 御 協 力 を賜 わ つ た 伊 藤

青木學士 に 衷 心 よ P 感 謝 す．
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池
』
」二 誼　 郎 ・
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　　　　　　　　　緒 　　言
齟

　tt−々 が外來 で 手輕 に 腟 内分泌 物 を採取 し塗抹，

圃属 　染色 して子宮癌 を早期 に診断する試み は パ

パ ニ コ ラ ウ氏膣脂膏檢査法 と して 1941年以來斯界

に 大 い な る聲價を擧 げて 來た の で あ る が ， 此の 方

法が悪性腫瘍細胞 の形態學的變化を 邁求 する事が

H 的で あ b， 從 つ て 相賞な熱練が要求 され ，尚、且

つ 主 觀が介在 す る 事 は 否 めな い ． 澤 山 の 正常細胞

の 間 に 散在す る 腫瘍 細胞 を探 し出 す 爲 に標 本 の隈

々 迄 綿密丁寧 に探索 す る事は ，　それ の み で 檢者 に

非常な勞力を要求 す る事 は 誰 し も御承知 の事 で あ

ろ うニ
ー

枚 の 標本丈 け で な く時 に は 幾枚 もの 標本

に 同 じ勞力を費す時は その 事が許 され る 施設 に於

て は 未だ し も ， 峙間 と勞力の 限 られ た と こ ろ で は

そ の普及 は 困難 で あ る． 若 しこ の 時間と勞力が省

かれ そ の 上 判定法 が簡單 に 而 も確實に な る と す れ

ば之 は 吾 々 の 最 も期待 す る と こ ろ で あ る ． こ の 昌

的 に 近付 く方法 と して 御園生氏は T ．P．T ．反應 を

發表 した．（産科 と婦 人科第 2 卷 ，
19號．蘆 婦人 科

の實際 ， 第 1 卷 ， 4號） そ の 後岡 田氏が子宮癌患

者腟分泌液 に つ い て 本法 を追試 し 優秀 な る 成績 を

發表 して い る． （産婦 の 世界，第 5卷， 3號 ）此 の

方法 は細胞 生化學的立 場か ら， 悪性腫瘍細胞が正

常細胞に 比 べ て 新陳代謝皀Pち 酸化還 元 力が 大で あ
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